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IGMPプロキシの前提条件
• IGMP UDL上のすべてのデバイスに、同じサブネットアドレスがあること。UDL上のす
べてのデバイスで、同じサブネットアドレスを持つことができない場合、アップストリー

ムデバイスは、ダウンストリームデバイスが接続されているすべてのサブネットに一致

するセカンダリアドレスで設定される必要があります。

• IPマルチキャストがイネーブルになり、PIMインターフェイスが設定されます。IGMPプ
ロキシ用の PIMインターフェイスを設定する際、インターフェイスがスパースモード領
域で稼働中で、静的RP、ブートストラップ（BSR）、またはリスナー機能付きのAuto-RP
を実行している場合は、PIMスパースモード（PIM-SM）を使用します。

IGMPプロキシについて

IGMPプロキシ
IGMPプロキシは、アップストリームネットワークがソースのマルチキャストグループに、ダ
ウンストリームルータに直接接続されていない単方向リンクルーティング（UDLR）環境のホ
ストが加入できるようにします。

次の図は、2つの UDLRシナリオを示すトポロジ例です。

•従来型のUDLルーティングのシナリオ：直接接続されたレシーバがあるUDLデバイス。
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• IGMPプロキシのシナリオ：直接接続されたレシーバのない UDLデバイス。

IGMP UDLは、アップストリームおよびダウンストリームデバイス上にある必要はありませ
ん。

次の図および例では設定内のルータを使用していますが、任意のデバイス（ルータやスイッ

チ）を使用できます。

（注）

シナリオ 1：従来型の UDLRのシナリオ（受信先が直接接続されている UDLデバイス）

シナリオ 1では、IGMPプロキシメカニズムは必要ありません。このシナリオでは、次の一連
のイベントが発生します。

1. ユーザー 2がグループGの対象を要求する IGMPメンバーシップレポートを送信します。

2. ルータ Bは、IGMPメンバーシップレポートを受信し、LAN Bのグループ Gの転送エン
トリを追加し、UDLRアップストリームデバイスであるルータAに IGMPレポートをプロ
キシします。

3. IGMPレポートは、インターネットリンク間でプロキシされます。

4. ルータ Aは IGMPプロキシを受信し、単方向リンクの転送エントリを保持します。
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シナリオ 2：IGMPプロキシのシナリオ（受信先が直接接続されていない UDLデバイス）

シナリオ 2の場合、アップストリームネットワークがソースのマルチキャストグループに、
ダウンストリームデバイスに直接接続されていないホストが加入できるように、IGMPプロキ
シメカニズムが必要です。このシナリオでは、次の一連のイベントが発生します。

1. ユーザー 1がグループGの対象を要求する IGMPメンバーシップレポートを送信します。

2. ルータ Cが RP（ルータ B）に PIM Joinメッセージをホップバイホップで送信します。

3. ルータ Bで PIM加入メッセージを受信し、LAN B上のグループ Gに対する転送エントリ
が追加されます。

4. ルータ Bでは、その mrouteテーブルが定期的にチェックされ、インターネットリンクを
介してアップストリーム UDLデバイスに IGMPメンバーシップレポートがプロキシされ
ます。

5. ルータ Aは単方向リンク（UDL）転送エントリを作成し、維持します。

エンタープライズネットワークでは、サテライトを介して IPマルチキャストトラフィックを
受信し、ネットワーク中にトラフィックを転送することができる必要があります。シナリオ 2
は、受信ホストがダウンストリームデバイスのルータ Bに直接接続する必要があるため、単
方向リンクルーティング（UDLR）だけでは不可能です。IGMPプロキシメカニズムを使用す
ると、マルチキャスト転送テーブル内の (*, G)エントリに対し IGMPレポートを作成すること
で、この制限が取り除かれます。そのため、このシナリオを機能させるには、インターフェイ

スでプロキシされた (*, G)静的マルチキャストルート（mroute）エントリの IGMPレポートの
転送をイネーブルにして（ip igmp mroute-proxyコマンドを使用）、mrouteプロキシサービス
をイネーブルにし（ip igmp proxy-serviceコマンドを使用）、PIM対応ネットワークと可能性
があるメンバに導く必要があります。

PIMメッセージはアップストリームに転送されないため、各ダウンストリームネットワーク
とアップストリームネットワークのドメインは別になります。

（注）
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シナリオ 3：UDLRを使用しない IGMPプロキシシナリオ

シナリオ 3では、IGMPプロキシメカニズムを使用して、ホストがUDLRリンクを使用せずに
アップストリームネットワークからトラフィックを受信できるようにします。このシナリオで

は、次の一連のイベントが発生します。

1. ホストは PIMドメイン 1にあり、IGMメンバーシップレポート（参加要求）をルータ D
に送信してグループGの対象を要求します。ルータDは IGMP参加をPIM参加に変換し、
ルータ Cに送信します。この要求は、ルータ Cからルータ Aにアップストリームで送信
されます。ルータは 2つの異なる PIMドメイン（PIMネイバーではない）にあり、代わり
に GREトンネルを介して接続されています。

2. ルータCはGIMトンネルエンドポイント（ルータA）に転送できるように、PIM参加メッ
セージを IGMPプロキシ参加に変換します。

IGMPプロキシ加入メッセージは、1ホップでのみ転送できます。

下の図では、GREトンネルはルータ Cとルータ Aの間でこの単一のホップを提供
しています（ルータ Bをバイパス）。

GREトンネルがない場合、異なるPIMドメインのデバイスには、直接（バックツー
バック）接続されたインターフェイスが必要です。

（注）

3. IGMPプロキシ参加がルータ Aに到達すると、PIM参加メッセージとして送信元デバイス
に転送されます。

IGMPプロキシの設定方法

IGMP UDLRに対するアップストリーム UDLデバイスの設定
IGMP UDLRに対するアップストリーム UDLデバイスを設定するには、この作業を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

IGMPプロキシの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

• typeおよび number引数に、アップ
ストリームデバイスのUDLとしてDevice(config)# interface

gigabitethernet 1/0/0
使用するインターフェイスを指定し

ます。

インターフェイス上の IGMPを、IGMP
UDLRに対して単方向になるよう設定し
ます。

ip igmp unidirectional-link

例：

Device(config-if)# ip igmp
unidirectional-link

ステップ 4

現在のコンフィギュレーションセッショ

ンを終了して、特権 EXECモードに戻
ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5

IGMPプロキシサポート付きの IGMP UDLRに対するダウンストリーム
UDLデバイスの設定

IGMPプロキシサポート付きの IGMP UDLRに対するダウンストリーム UDLデバイスを設定
するには、この作業を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

IGMPプロキシの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

• typeおよび number引数に、IGMP
UDLRに対するダウンストリーム
デバイスのUDLとして使用するイ
ンターフェイスを指定します。

インターフェイス上の IGMPを、IGMP
UDLRに対して単方向になるよう設定
します。

ip igmp unidirectional-link

例：

Device(config-if)# ip igmp
unidirectional-link

ステップ 4

インターフェイス設定モードを終了

し、グローバル設定モードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 5

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 6

• typeおよび number引数で、間接的
に接続されているホストの方向に

Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

向いているインターフェイスを選

択します。

プロキシされた (*, G)マルチキャスト
スタティックルート（mroute）エント

ip igmp mroute-proxy type number

例：

ステップ 7

リの IGMPレポートの転送をイネーブ
ルにします。Device(config-if)# ip igmp

mroute-proxy loopback 0
•この手順は、マルチキャスト転送
テーブルにあるすべての (*, G)転
送エントリに対するプロキシサー

ビスインターフェイスへの、IGMP
レポートの転送をイネーブルにす

るために実行されます。

•この例では、ギガビットイーサ
ネットインターフェイス1/0/0で、
ギガビットイーサネットインター

フェイス1/0/0に転送されるmroute
テーブルのすべてのグループの

ループバックインターフェイス 0
に IGMPレポートを送信するよう
に要求する ip igmp mroute-proxy
コマンドが設定されます。

IGMPプロキシの設定
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを終了

し、グローバル設定モードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 8

指定したインターフェイスに対してイ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface loopback 0

ステップ 9

•この例では、ループバックイン
ターフェイス 0が指定されます。

UDLRで IGMPヘルパーを設定しま
す。

ip igmp helper-address udl interface-type
interface-number

例：

ステップ 10

•このステップで、ダウンストリー
ムデバイスが受信したホストから

Device(config-if)# ip igmp
interface-typeおよびhelper-address udl gigabitethernet

0/0/0 interface-number引数で指定された
インターフェイスに関連付けられ

たUDLに接続されているアップス
トリームデバイスへの IGMPレ
ポートをヘルパー処理できるよう

になります。

•トポロジ例では、IGMPヘルパー
はダウンストリームデバイスの

ループバックインターフェイス 0
に設定されます。そのため、ルー

プバックインターフェイス 0が、
ホストからギガビットイーサネッ

トインターフェイス 0/0/0に接続
されているアップストリームデバ

イスへの IGMPレポートをヘル
パー処理するように設定されま

す。

mrouteプロキシサービスをイネーブル
にします。

ip igmp proxy-service

例：

ステップ 11

• mrouteプロキシサービスがイネー
ブルのときに、IGMPクエリインDevice(config-if)# ip igmp

proxy-service
ターバルに基づいて ip igmp
mroute-proxyコマンド（ステップ
7を参照）で設定されたインター

IGMPプロキシの設定
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目的コマンドまたはアクション

フェイスに一致する、(*, G)転送
エントリの静的 mrouteテーブル
が、デバイスによって定期的に

チェックされます。一致が存在す

る場合、1つの IGMPレポートが
このインターフェイスで作成さ

れ、受信されます。

ip igmp proxy-serviceコマン
ドは、ip igmp helper-address
（UDL）コマンドとともに使
用することを目的としていま

す。

（注）

•この例では、ip igmp mroute-proxy
コマンドで登録されているイン

ターフェイスに対するすべてのグ

ループのインターフェイスに対し

て IGMPレポートの転送をイネー
ブルにするように、ループバック

インターフェイス 0で ip igmp
proxy-serviceコマンドが設定され
ます（ステップ 7を参照してくだ
さい）。

現在のコンフィギュレーションセッ

ションを終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 12

（任意）インターフェイスに関するマ

ルチキャスト関連情報を表示します。

show ip igmp interface

例：

ステップ 13

Device# show ip igmp interface

（任意）設定された UDLヘルパーア
ドレスがあるインターフェイス上で、

show ip igmp udlr

例：

ステップ 14

マルチキャストグループに直接接続さ

れている UDLR情報を表示します。Device# show ip igmp udlr

IGMPプロキシの設定
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UDLRを使用しない IGMPプロキシ加入向けダウンストリームデバイス
の設定

UDLRを使用せずに IGMPプロキシ向けダウンストリームデバイスを設定するには、次の作業
を実行します。

（上の図によると、すべての手順はルータ Cで行います）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。Device > enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

type引数および number引数では、ホス
トに接続されているインターフェイス

を指定します。

Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

マルチキャスト転送テーブル内のすべ

てのプロキシ (*, G)マルチキャスト静
ip igmp mroute-proxy type number

例：

ステップ 4

的ルート（mroute）エントリを転送すDevice(config-if)# ip igmp
mroute-proxy loopback 0 るために、指定したプロキシサービス

インターフェイスへの IGMPレポート
の転送を有効にします。

この例では、ループバックインター

フェイス 0が指定したプロキシサービ
スインターフェイスです。

インターフェイス設定モードを終了

し、グローバル設定モードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 5

指定したプロキシサービスインター

フェイスのコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface loopback 0

ステップ 6

この例では、ループバックインター

フェイス 0が指定されます。

IGMPプロキシの設定
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目的コマンドまたはアクション

IGMPプロキシ加入用の IGMPヘルパー
を設定します。

ip igmp helper-address ip-address

例：

ステップ 7

ip-address引数には、IGMPプロキシ加
入メッセージを送る必要のあるアップ

Device(config-if)# ip igmp
helper-address 10.0.0.2

ストリームデバイスの IPアドレスを指
定します。

トポロジ例では、IGMPヘルパーはダ
ウンストリームデバイス（ルータ C）
のループバックインターフェイス 0に
設定されます。

このコマンドにより、ルータDから受
信した PIM加入メッセージを IGMPプ
ロキシ加入メッセージに変換し、アッ

プストリームデバイス（ルータ A）に
転送するためのループバックインター

フェイス 0が設定されます。

mrouteプロキシサービスをイネーブル
にします。

ip igmp proxy-service

例：

ステップ 8

mrouteプロキシサービスがイネーブル
のときに、IGMPクエリインターバル

Device(config-if) ip igmp
proxy-service

に基づいて ip igmp mroute-proxy コマ
ンド（ステップ 7を参照）で設定され
たインターフェイスに一致する、(*,G)
転送エントリのスタティック mroute
テーブルが、デバイスによって定期的

にチェックされます。一致が存在する

場合、1つの IGMPレポートがこのイ
ンターフェイスで作成され、受信され

ます。

ip igmp proxy-service コマン
ドは、ip igmp helper-address
コマンドとともに使用するこ

とを目的としています。

（注）

現在のコンフィギュレーションセッ

ションを終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 9

（任意）インターフェイスに関するマ

ルチキャスト関連情報を表示します。

show ip igmp interface

例：

ステップ 10

IGMPプロキシの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip igmp interface

IGMPプロキシの設定例

例：IGMP UDLR向けアップストリーム UDLデバイスの設定
IGMP UDLR向けアップストリーム UDLの設定例を以下に示します。

interface gigabitethernet 0/0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
!
interface gigabitethernet 1/0/0
ip address 10.2.1.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
ip igmp unidirectional-link
!
interface gigabitethernet 2/0/0
ip address 10.3.1.1 255.255.255.0

例：IGMPプロキシサポートによる IGMP UDLR向けダウンストリーム
UDLデバイスの設定

IGMPプロキシサポートを使用して、IGMPUDLR向けのダウンストリームUDLデバイスを設
定する例を以下に示します。

ip pim rp-address 10.5.1.1 5
access-list 5 permit 239.0.0.0 0.255.255.255
!
interface loopback 0
ip address 10.7.1.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
ip igmp helper-address udl ethernet 0
ip igmp proxy-service
!
interface gigabitethernet 0/0/0
ip address 10.2.1.2 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
ip igmp unidirectional-link
!
interface gigabitethernet 1/0/0
ip address 10.5.1.1 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
ip igmp mroute-proxy loopback 0
!
interface gigabitethernet 2/0/0
ip address 10.6.1.1 255.255.255.0

IGMPプロキシの設定
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例：UDLRを使用しない IGMPプロキシ向けダウンストリームデバイス
の設定

UDLRを使用せずに IGMPプロキシのダウンストリームデバイスを設定する例を以下に示しま
す。

interface Loopback0
ip address 2.2.2.2 255.255.0.0
ip pim sparse-dense-mode
ip igmp helper-address 99.99.99.1
ip igmp proxy-service
ip ospf 1 area 0
!

IGMPプロキシに関するその他の関連資料
ここでは、IGMPのカスタマイズに関する関連資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

の「IPマルチキャストルーティングのコマンド」の
項を参照してください。Command Reference (Catalyst
9600 Series Switches)

この章で使用するコマンドの完全な構

文および使用方法の詳細。

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Host extensions for IP multicasting』RFC
1112

『Internet Group Management Protocol, Version 2』RFC
2236

『Internet Group Management Protocol, Version 3』RFC
3376

IGMPプロキシの機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

IGMPプロキシの設定
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機能情報機能リリース

IGMPプロキシは、アップストリームネッ
トワークがソースのマルチキャストグルー

プに、ダウンストリームルータに直接接続

されていない単方向リンクルーティング

（UDLR）環境のホストが加入できるように
します。

IGMPプロキシCisco IOS XE Gibraltar
16.11.1

IGMPプロキシを使用すると、ホストでは
UDLRリンクを使用せずにアップストリー
ムネットワークからトラフィックを受信で

きます。

UDLRを使用しない
IGMPプロキシ

Cisco IOS XE Gibraltar
16.12.1

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfn [英語]からア
クセスします。
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IGMPプロキシの設定
14

IGMPプロキシの設定

IGMPプロキシの機能履歴


	IGMP プロキシの設定
	IGMP プロキシの前提条件
	IGMP プロキシについて
	IGMP プロキシ

	IGMP プロキシの設定方法
	IGMP UDLR に対するアップストリーム UDL デバイスの設定
	IGMP プロキシ サポート付きの IGMP UDLR に対するダウンストリーム UDL デバイスの設定
	UDLR を使用しない IGMP プロキシ加入向けダウンストリームデバイスの設定

	IGMP プロキシの設定例
	例：IGMP UDLR 向けアップストリーム UDL デバイスの設定
	例：IGMP プロキシサポートによる IGMP UDLR 向けダウンストリーム UDL デバイスの設定
	例：UDLR を使用しない IGMP プロキシ向けダウンストリームデバイスの設定

	IGMP プロキシに関するその他の関連資料
	IGMP プロキシの機能履歴


